
UdayanaのLaksapavaliに つ い て(II)

立 川 武 蔵

「UdayanaのLaksanvaliに つ いて」(1)1)に お い て述べた よ うに, ウ ダヤ ナ

に とつて実体等の7つ のpadarthaは 世 界 の構成要素 であつた カナーダ, プ ラ

シャスタパ ーダ等の ヴァイ シェーシカの伝統 に立 ちなが ら, ウ ダヤナはそれ らの

padarthaの 組 合せに よつて世界 の構造 を説 明 しよ うとす る。 彼 の み な らず ヴァ

ィシェーシカ学派 の者 たちの考 える世界 の構造 は, 針 金や糸に よつて空 中につ り

さげ られた木片 や紙片 が均衡 を保 つて揺れ動 く抽象芸術モ ビールに響 える ことが

で きる 針金 や糸によつてつ り下 げられ る大小 さまざまの木片 や紙片 は, 和 合以

外のpadarthaに あ た り, 糸 は和合(samavaya)お よび 「無 とその基 体 の関 係」

にあたる, と言 うことができよ う。

LVに おいて9種 の実体, 24種 の 属性等々の諸構成 要 素 はhierarchicな 秩 序

を守つて積 み上 げ られ て い るが, そ の秩 序 を支 え て い る の は, 「samavetaと

Samavetavatと の間 の区別」お よび 「無 とその基体 との区別」 の二 つであ るoこ

の 際重要 な ことは, LVに お ける世界構成要素 の定 義 は, samaveta-samavetavat

関 係 と無 ・基体関係 を中心 にして なされてい ることである。

さて, (II)に お い ては, まず, samavetaと そ の基体samavetavatと の 間の関

係, す なわち和合 のLVに おけ る定義か ら考察 する ことに した い。 和 合 は, sa-

mavetatvarahita-sarvanyonyabhavasamanadhikarana-bhavaす なわ ち 「samaveta

た る性質 を欠 いた, sarvanyonyabhavasamanadhikarapaのbhava」 と 定 義 され

ている2)。 と ころで, この複合語は, 「〔自分自身の〕す べ て の 〔基体 に存す る〕

交互無 と基体 を同じ くす るもの」を意味 し, bahuvrihiで あ るoこ の意味 を 図1

に よつて説明 しよ うo

図1のxは 瓶性(ghatatva)を, y1, y2, __ynは それ ぞれ の瓶 を指 し示 すo瓶

性 は少 くと も二つ あるいはそれ よ り多 くの瓶に和合 しているoそ して, この 世界

にお ける瓶がすべて互いに異なつた ものであ ることは明白である 例 えば, 瓶1

は, 瓶2, 瓶3と は別の個体であ る。 イ ン ドの伝統的術語 を用い るならば, 瓶1

1) 『印 仏 研 』Vol. XXII, No. 1, pp. 431-426.

2) Pandited p. 70.
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は瓶2, 瓶3等 の交互無(anyonyabhava, 〔aがb〕 ではないこと)を 有 してい る, 

と表現 され る。 この よ うに して, 瓶1は それ以外 のすべ ての瓶の交互無を有 して

い る。 同様 にして, 瓶2は 瓶1, 瓶3等 の交互無 を有 してい る。 瓶3等 々に関 し

て も同様 であ る。

瓶性(x)は, 瓶1(y1)に 存 在 し, 瓶1以 外のすべての瓶 の交 互 無(ay2, ay3

…ayn)が 有 す る基体(y1)と 同一 の基体, す なわ ちy1を 有 してい る。瓶 性は

瓶2(y2)に も存在 し, 瓶2以 外 のすべ て の瓶 の交 互 無(ay1, ay3.....ayn)が 有

す る基体(y2)と 同一 の基体, す なわ ちy2を 有 してい る。瓶3か ら瓶nに 至 る

まで同様 に考 える ことができる。 このよ うに して, 瓶 性はそのすべての基体(瓶

1, 瓶2......瓶n)の 交 互無 が有 す るの と同 じ基 体 を有 す る もの, す な わ ち

sarvanyonyabhavasamanadhikarapaで あ る, と言 うことができる。 この 複 合 語

は, 詮ず ると ころ 「常 に少 な くと も二つの基 体を有す るもの」を意味す るが, ウ

ダヤナはLVに お いて この語 を, 少 な くと も二つ の基 体 を有 す るpadartha(普

遍, 合, 離等)の 定義 に用い るので ある3)。

と ころで, 和 合の定 義 の 部 分 で あ るrsarvanyonyabhavasamanadhikarapaの

bhavaで あ る」 の中のbhavaは 関係 を意味す る故 に, LVに お ける和 合 の定 義, 

はrsamavetaた る性質 を欠 いた, す べての 〔基 体 に存す る〕交互無 と基 体 を同

じ くす る関係」 を意味す る。

和合 の定義 に用い られ, 交 互無 を主要構成要素 と した この概念は, LVに お い

図1

3) Kirapava11(KV)に お い て ウ ダヤ ナ は普 遍 を規 定 す る際 に 「二 つ以 上 の も の に 存

す る」(anekavrtti)と 述 べ て い る。 「二 つ 以上 の もの に存 す る」 と い う普 遍 の 規 定 は

ウダ ヤ ナ以 前 に もあ り, ま た彼 の以 後 一 般 的 とな つ て い く よ うで あ る が, LVに お い

て はanekavrttiあ るい はanekasamavetaと い う表 現 は な い。cf. KV, Benaresed.,

p. 22, Z. 4; Nyayakosa, p. 929ff. 
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て 和合の場合以外6回 現 われ る。 す なわち, 数(salpkhya), 別体(Prthakt. a), 合

(samyoga), 離(vibhaga), 普 遍(samanya), 特 殊(viきe琴a)の 定 義 に用い られてお

り, LVの 後 半における中心概念 の一 つである。

LVに お ける普遍 の定 義 は, samavetarahita-sarvanyonyabhavasamanadhikara-

pa-samavetaで あ り, この 意味は 「samavetaを 欠 き, す べ ての 〔基体 に存す る〕

交互無 と基体 を同 じ くし, samavetaで あ るもの」 と な る4)。 図1は この 定 義 の

内容 を も図示 してい るo「samavetaを 欠 く」 とは, 何 もの も普遍 には和合 しない

ことを意味 してい る。 したがつて図1に おいて, ZとXと の問 は点線で結ばれて

い る。

特殊(visesa)は, samavetavattvarahita-

sarvanyonyabhavasamanadhikaranatvara-

hitabsamavetab, す な わ ちrsamavetaを

有 す ることな く, す べ て の 〔基 体 に 存す

る〕交互無 と基 体を同 じ くす ることな く, 

samavetaで あ るもの」と定義 され て い る

(図1参 照)5)。 特 殊が他 の もの に和 合 す る

ことはあつて も, 何 もの も特殊 には和合 で

きない。 また特殊は二つの基 体を有 しない

のである。

LVに おいて和合, 普 遍, 特 殊 は, この よ うに, samaveta, sarvanyonyabhava-

samanadhikarapaお よびbhavaと い う三概念 と, rahita, tvaお よ びaと い う

operatingwordsに よつて定義 され てい る。 こ こに も定義に用い る単語の種類を

少 な くす るとい うウダヤナの方法が うかがわれ る6)。

数(samkhya)は, 「(1)別体 に和合せず, (2)す べ ての 〔基体 に存す る〕交 互 無

と基体 を同じ くし, (3)〔基 体 としての〕一 つの実体 に和合 す る もの に 和合 す る

〔とい う三条件を備 えた〕 もの 〔すなわち数性 とい うjati〕 を有す るもの」 と定義

され てい る7)。(2)に よつて, 別体, 合, 離 普 遍, 数 以 外の ものが 除 か れ る。(11

図 皿

4) Pandit ed., p. 68. 

5) Benares ed., p. 12. 

6) 「UdayanaのLaksapavaliに つい て」(1),『 印 仏 研』Vol. XXII, No. 1, P. 426, l. 28.

7) Mithila ed., p. 19: prthaktvasamavetasarvanyonyabhavasamanadhikaranaikadra-
vyasamavetasamavetavati. 
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によつて別体が除かれ, (3)によつて合と離が除かれる。合 と離は常に二つの基体

を必要とするが, 数の普遍は一つの実体にも和合するものに和合す るか らで あ

る。「〔jati〕を有するもの」と定義にあることにより, 定義されるものが普遍で

ある可能性 も除かれる。普遍が他の普遍を有する, つま り基体 となることはな

いからである。 このような残余法によつて数のみが残 り, 数が定義されるのであ

る。

別体(prthaktva)は, 「(1)声の非和合因(asamavayikarapa)に 和合せず, (2)す

べての 〔基体に存する〕交互無と基体を同 じくす るものに和合 し, (3)量(pari

- mapa)の 非和合因に和合 しない 〔とい う三条件を備えた〕 ものの基体である」と

定義されている8)。数の場合と同様にして, (2)により別体, 合, 離 普遍, 数以

外のものが除かれる。(1)の 「声の非和合因」とは合および離を指すから, (1)によ

り合および離が除かれる。(3)の 「量の非和合因」とは数を指すから, (3)により数

が除かれる(図 皿参照)。さらに 「基体である」と定義に述べられている故 に, 普

遍が除かれる。このようにして, 別体のみが残 ることになる。

合(salpyoga)は, 「(1)離iに和合せず, (2}す べての 〔基体に存する〕交互無 と

基体を同じくするものに和合 し, (3)声 の非和合因に和合した 〔とい う三条件を

備えた〕ものを有するもの」と定義され9), 離(vibhaga)は, 「(1)合に和合せず, 

② すべての 〔基体に存する〕交互無と基体を同じくするものに和合し, (3)声の

図III

(i) (3)

8) Pandit ed., p. 61: sabdasamavayikaranasamavetatvarahitasarvanyonyabhavasa-

 manadhikaranasamavetaparimanasamavayisamavetatvarahitadhikaranam. 

9) Pandit ed., p. 63: vibhagasamavetasarvanyonyabhavasamanadhikaranasamavet. 

 a sabdasamavayisamavetavan. 
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非 和合因 に和合 した 〔とい う三条件 を備 えた〕 ものを有す るもの」 と定義 されて

い る10)。

合 と離 との定義 は, この ように, (2)と(3)が 共 通であ り, それ ぞれ(1)の 部 分のみ

が異 なつてい る。(2)に よつて別体, 合, 離, 普 遍, 数 以外 の ものが除かれ, (3)に

よ つて別体 と数 が除 かれ る。 「和合 した ものを有す る もの」 と定義 にあ る故 に, 

普 遍が除かれ る。 この ように して, 合 と離 のみが残 るが, 合 の定義 の場合 にはそ

の(1)に よ り離 が除 かれ, 離 の定義 の場合 にはその(1}に よ り合 が除 かれ る。

以上考察 してきた7つ の もの(普 遍, 数, 別体, 合, 離 特殊, 和合)の 中, 特 殊, 

和 合 を除 く5つ はすべての 〔基体 に存す る〕交互無 と基体 を同 じ くす る ものに和

合 す るものを有 してい るが, 特 殊 は二つ以上の基体を有す るものではない 和合

はsamavetaが 二 つ以上 の基体 を有す る関係で ある。世界構成要素間 の関係 を語

る和合 とい う関係 は, LVに お いては, 無(abhava)を 主 要構成要素 と した 概念

に よつて定義 され, さ らに この概念 によつ て, 普 遍, 特 殊 お よび四つの属性 が

定 義 されてい る。

(1)に お いて, 述 語A(=()は()のsamavetaで ある)と 述語B(=()

は()のsamavetavatで ある)を 設定 し, LVに お けるほ とん どの定義 内容 が述

語Aと 述語Bに よつて定義 され得 る, と述 べた。 また, 無 とその基体 も, 述 語A

お よび述語Bに よつてsamavetaとsamavetavatを 扱 つた と同 じ方 法 で扱 う こ

とができることはこれ までの考察 か ら明 らか で あ る。 今, 述 語Aお よびBを, 

samaveta-samavetavat関 係 のみ ならず, 無 ・基体関係を も, そ して この二 つの関

係 のみ を指 し示す よ うに読みかえ よう。 つま り, 

A=()は()のsamavetaで あ るか, あ るいは()は()の 無

である。

B=()は()のsamavetavatで あ るか, あ るい は()は()と

い う無 の基体で ある, 

と読 む ことに しよ う。

「samavayaとabhavaに はviseaapa・visesya関 係 が あ る」 と ウ ッディヨータ

カ ラがNyayavarttikaに お いて述べ てい るが11), ウ ダヤナがLVに おい て 世界

構 成要素間の関係を指 し示すために着 目 した もの も無 と和 合 であ つ た。vrtti,

10) Pandit ed., p. 63: samyogasamavetasarvanyonyabhavasamanadhikaranasamave-

 tasab dasamavayisamavetavan. 

11) Calcutta ed., p. 97, 1.7: samavaye cabhave ca visesanavisesyabhavat. 
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mat(vat), adhikarana, rahita等 のoperatingwordsはLVに お い て はsama-

veta-samavetavat関 係 お よび無 ・基体関係を指す以外 には用い られ てい ない。

(1)に お いて述語AとBを 用い てsamaveta-samavetavat関 係 を記号化 したや

り方 に従 うならば, 和 合の定 義に用い られた中心概念 たるsarvanyonyabhavasa-

manadhikarapabhava(図1参 照)は 次 のよ うに記号化す ることができる。

A[x, y1{B(y1, y2)∠B(y1, ay3)∠ … ∠B(y1, ayn)}]∠A[x, y2{B(y2, y1)∠B(y2, ay3)

∠B(y2, ayn)}]Z1...∠A[x, yn{B(yn, ay1)∠B(yn, ay2)∠...∠B(yn, ayn-1)}]

"ay
2"はy2の 交 互無 を意味 し, B(y1, ay2)はry1がy2の 交 互無(ay2)の 基 体

であ ること」 を意味 し, ∠ はconjunctionsignで あ る。 普遍, 特 殊等 も この概

念 を中心 に定義 され てい る故 に, そ れぞれの定義 もこの式 を中心 と した記号式に

よつて表現す ることが可能で あるo

この ように ウダヤナはLVに おいて和合 お よび無 ・基体関係 を一種のdharma-

dharmin関 係 として理解 す るが, LVと 同様, 彼 の ヴァィシェーシカ思想を伝え

るKira項vali(KV)に お いて も和合をdharma-dharmin関 係 によつて規定 して

い る。KVに おいて彼 は 「触(sparsa)、 を 有す る性質が触 の和合 で あ る」12), ま た.

「地性等は下位の普遍(jati)で あ る。 それ らを有す る こど(tadvatta)が, そ れ ら

の 〔地等 にお ける〕和合で ある」13)と述 べてい る。

Vaisesikasutraの 作 者は和 合を 「因と果 に関 して 「〔これ は〕 そ こにあ る」〔と

い う知識〕 を生ず るところの もの」 と定義 してい る14)。 こ こで彼 は和合 を二っの

種類 の関係, す なわちadheya(支 え られるもの)とadhara(支 え るもの)の 関係 ⇒

因果 関係 の二 に よつて規定 してい る。 前者の関係は 「〔これ は〕 そ こに あ る」 と

い う表現 によ り示 され てい る。 しか し, 彼 は和合 関係 にあ るどのよ うな二つの も

のがどの ような因果 関係 におい て存在す るのかを明 確 に し なか つ た し, adheya

お よびadharaに 関 す る充分 な説 明 も与 えなかつた。 さらに彼 は属性, 運 動, 普

遍 等が和合 に よつて実体 に存す ると も述べ てい ない。D. N. シ ャース トリは 「和

合 とい う関係が因 と果 の理論 との関係 において確立 された後で, このス コープが, 

属 性, 運 動, あ るいは普遍 が実体 に存す る ことへ と拡張 され て い つ た と思 われ

る」 と述 べてい る15)。

12) Benares ed., p. 176. 

13) Ibid., p. 34. 

14) Vaisesikasutra, 7, 2, 29, G. 0. S. No. 136. 
15) Critique of Indian Realism, Agra, 1964, p. 377. 
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プ ラシャスタパ ーダは, カナーダの定義 を受 けつ ぎなが ら も, 和 合 関係 にある

二 つの ものが常に因 と果 の関係 にあるとい うわ けでは ない, と述べてい る16)。シ

ュ リーダラもまた和合 とい う関係 と因果関係 とが同一 では ない ことを知つてい る。

彼 は因果関係 にはないけれ ど も和合 の関係 にある もの として, (1)常 な る実 体 と

その属性, (2)実 体 とそれ に存す る普遍, お よび(3)実 体 とそれ に存す る特 殊 を

挙 げてい る17)。

プ ラシャス タパー ダたちがadheya-adhara関 係 によつて理解 していた和合 を, 

先 述の ように ウダヤナは一種 のdharma-dharmin関 係 に よつて規定 しようと して

い る。 彼に よれば, 二 つの ものの内一方が他方 に和合 する とい う関係 にあるとき

にのみ, dharma-dharmin関 係 にある二つの ものが因果 関係 にあると言 うことが

で きるのであ る。例 えば, 瓶 はその部分 に和合す る故 に, 瓶 全 体 は そ の部 分 の

samavetaと い うdharmaで あ る。瓶 とその部分 とは したがつ て一種のdharma-

dharmin関 係 にあるとと もに, 果(瓶)と 因(部 分)と の関係 に も あ る。 一方, 

瓶 師 と瓶 とは因果 関係 にあ るが, dharma-dharmin関 係 にはない。 当然 この場 合

のdharma-dharminは 狭 い意味 に用い られてお り, 合 等 の場合は含 まれない。

KVに おい て和合を一種のdharma-dharmin関 係 と規定 した ウダ ヤ ナ は, LV

に お い て 「Samaveta-samavetavat関 係 お・よび無 ・基体関係 とい う二つの関係 を, 

ま たそれ のみ を含むdharma-dharmin関 係 」 によつて諸 ・の々padarthaを 定 義 し

てい るのである。

〔昭和49年 度文部省科学研究費による研究成果の一部〕

16) Prasastapadabhasya, Vizianagram Skt. Series 4, p. 325.

17) Nyayakandali, Vizianagram Skt. Series 4, p. 325. 
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